
(57)【要約】

２サイクル機関（１）は少量潤滑システムを有し、該少

量潤滑システムにおいては潤滑油はピストン（３）とシ

リンダ（２）との間の接触面の領域だけに施される。こ

のためにはシリンダ（２）の走行面（１１）内に又は該

走行面（１１）の下側に油出口（１２）が設けられ、こ

の油出口（１２）を介しピストン（３）の位置に関連し

て交互に油エアロゾルがピストン（３）のピストンシャ

フト（９）の走行面の上とシリンダ（２）の走行面（１

１）の上とに施し可能である。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
少 な く と も １ つ の シ リ ン ダ （ ２ ） と 該 シ リ ン ダ （ ２ ） 内 で 運 動 可 能 な ピ ス ト ン （ ３ ） と の
た め に 油 潤 滑 装 置 を 有 す る ２ サ イ ク ル 機 関 で あ っ て 、 ２ サ イ ク ル 機 関 に 潤 滑 の た め に 供 給
さ れ る 油 が ピ ス ト ン （ ３ ） と シ リ ン ダ （ ２ ） と の 間 の 接 触 面 の 領 域 に 施 さ れ る 形 式 の も の
に お い て 、
－ 油 を 油 エ ア ロ ゾ ル の 形 で 施 す こ と が 可 能 で あ る こ と 、
－ ピ ス ト ン （ ３ ） の ピ ス ト ン シ ャ フ ト （ ９ ） の 走 行 面 の 上 と シ リ ン ダ （ ２ ） の 走 行 面 （ １
１ ） の 上 と に 油 エ ア ロ ゾ ル を 施 す こ と が で き る こ と 、
を 特 徴 と す る 、 少 量 潤 滑 装 置 を 有 す る ２ サ イ ク ル 機 関 。
【 請 求 項 ２ 】
シ リ ン ダ （ ２ ） の 走 行 面 （ １ １ ） に 又 は 該 走 行 面 （ １ １ ） の 下 側 に 、 搬 送 装 置 （ １ ８ ） に
連 結 さ れ た 油 出 口 （ １ ２ ） が 設 け ら れ て お り 、 該 油 出 口 （ １ ２ ） を 通 っ て 油 エ ア ロ ゾ ル が
ピ ス ト ン シ ャ フ ト （ ９ ） の 走 行 面 の 上 と シ リ ン ダ （ ２ ） の 走 行 面 の 上 と に 施 し 可 能 で あ る
、 請 求 項 １ 記 載 の ２ サ イ ク ル 機 関 。
【 請 求 項 ３ 】
油 エ ア ロ ゾ ル が 油 出 口 （ １ ２ ） か ら 交 互 に 、 ピ ス ト ン （ ３ ） が ピ ス ト ン 下 死 点 の 近 く に あ
る と ピ ス ト ン シ ャ フ ト （ ９ ） の 走 行 面 の 上 へ 施 さ れ る か 又 は ピ ス ト ン （ ３ ） が ピ ス ト ン 上
死 点 の 近 く に あ る と シ リ ン ダ （ ２ ） の 走 行 面 （ １ １ ） の 上 へ 施 さ れ る こ と が で き る 、 請 求
項 ２ 記 載 の ２ サ イ ク ル 機 関 。
【 請 求 項 ４ 】
油 出 口 （ １ ２ ） に 供 給 さ れ た 油 が 油 エ ア ロ ゾ ル で あ る 、 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か １
項 記 載 の ２ サ イ ク ル 機 関 。
【 請 求 項 ５ 】
油 出 口 が シ リ ン ダ （ ２ ） 内 で 方 向 付 け ら れ た ノ ズ ル （ １ ２ ） 又 は ノ ズ ル リ ン グ の 形 に 構 成
さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ４ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の ２ サ イ ク ル 機 関 。
【 請 求 項 ６ 】
油 出 口 か ら の 油 エ ア ロ ゾ ル の 送 出 が ２ サ イ ク ル 機 関 （ １ ） の 負 荷 状 態 に 関 連 し て 制 御 可 能
で あ る 、 請 求 項 １ か ら ４ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の ２ サ イ ク ル 機 関 。
【 請 求 項 ７ 】
ピ ス ト ン （ ３ ） が 連 接 棒 （ ４ ） と 連 接 棒 軸 受 と を 介 し て ク ラ ン ク 軸 （ ５ ） と 連 結 さ れ て お
り 、 連 接 棒 軸 受 が 無 給 潤 滑 （ 生 涯 潤 滑 ） さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ６ ま で の い ず れ か １ 項
記 載 の ２ サ イ ク ル 機 関 。
【 請 求 項 ８ 】
２ サ イ ク ル 機 関 に よ っ て 生 ぜ し め ら れ た 運 動 を 作 業 運 動 に 変 換 す る 運 動 変 換 装 置 が ケ ー シ
ン グ 内 に 配 置 さ れ て い る 作 業 機 械 に お け る 、 請 求 項 １ か ら ７ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の ２
サ イ ク ル 機 関 の 使 用 に お い て 、
－ ２ サ イ ク ル 機 関 が ケ ー シ ン グ （ １ ４ ） の 外 又 は 内 に 配 置 さ れ て い る こ と 、
－ ケ ー シ ン グ （ １ ４ ） が 前 記 運 動 変 換 装 置 （ １ ５ ） を 潤 滑 す る 油 で 満 た さ れ て い る こ と 、
－ ２ サ イ ク ル 機 関 （ １ ） が ケ ー シ ン グ （ １ ４ ） か ら 油 出 口 （ １ ２ ） へ 油 を 供 給 す る こ と に
よ り 潤 滑 可 能 で あ る こ と 、
を 特 徴 と す る 、 ２ サ イ ク ル 機 関 の 使 用 。
【 請 求 項 ９ 】
２ サ イ ク ル 機 関 （ １ ） が も っ ぱ ら ケ ー シ ン グ （ １ ４ ） か ら の 油 で 潤 滑 可 能 で あ る 、 請 求 項
８ 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ０ 】
ケ ー シ ン グ （ １ ４ ） か ら ２ サ イ ク ル 機 関 （ １ ） に 油 を 搬 送 す る 搬 送 装 置 （ １ ８ ） が 用 い ら
れ て い る 、 請 求 項 ８ 又 は ９ 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 １ １ 】
油 が ケ ー シ ン グ 内 で 前 記 運 動 変 換 装 置 （ １ ５ ） に よ っ て 生 ぜ し め ら れ る 油 エ ア ロ ゾ ル で あ
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る 、 請 求 項 ８ か ら １ ０ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 使 用 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 請 求 項 １ の 上 位 概 念 と し て 記 載 し た ２ サ イ ク ル 機 関 並 び に 該 ２ サ イ ク ル 機 関 を 使
用 し た 作 業 機 械 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
こ の よ う な ２ サ イ ク ル 機 関 は 、 高 い 固 有 出 力 、 位 置 状 態 に 無 関 係 な 使 用 の 可 能 性 及 び 低 い
自 重 と に 基 づ き 作 業 機 械 、 特 に 手 持 誘 導 式 の 作 業 機 械 に て 用 い ら れ る こ と が 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
２ サ イ ク ル 機 関 を 潤 滑 す る た め に は 原 則 的 に は ２ つ の 原 理 が 公 知 で あ る 。 す な わ ち 、 １ つ
は 油 が す で に あ ら か じ め 燃 料 に １ ： ２ ５ か ら １ ： １ ０ ０ の 混 合 比 で 添 加 さ れ る 混 合 潤 滑 で
あ り 、 も う １ つ は 油 が 別 個 の 油 タ ン ク か ら 油 ポ ン プ に よ っ て ク ラ ン ク ケ ー ス 内 へ 又 は 気 化
器 接 続 部 へ 給 送 さ れ る 独 立 潤 滑 で あ る 。 両 方 の 潤 滑 方 法 は ２ サ イ ク ル 機 関 の 位 置 状 態 に 無
関 係 な 使 用 の 可 能 性 と ２ サ イ ク ル 機 関 の 低 い 重 量 と を 助 け る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
混 合 潤 滑 の 場 合 に は タ ン ク 過 程 の た び に 油 が 燃 料 に 添 加 さ れ な け れ ば な ら な い の に 対 し 、
独 立 潤 滑 の 場 合 に は 特 別 な 油 タ ン ク を 定 期 的 に 油 で 補 充 す る 必 要 が あ る 。 何 故 な ら ば ２ サ
イ ク ル 機 関 は 原 則 的 に は 損 失 潤 滑 で あ り 、 油 回 路 の 用 い ら れ て い な い 潤 滑 で あ る か ら で あ
る 。 し た が っ て 油 の 大 き な 割 合 は 潤 滑 に 役 立 つ こ と は な く 、 使 用 さ れ ず に 燃 焼 さ せ ら れ て
し ま う 。 こ の 結 果 、 機 関 に は 過 度 に 多 く の 油 が 供 給 さ れ な け れ ば な ら ず 、 ２ サ イ ク ル 機 関
の 総 重 量 を 油 の 貯 え に 基 づ き 増 大 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
Ｕ Ｓ ４ ７ ９ ４ ８ ９ ６ Ａ 明 細 書 に よ れ ば 、 油 が 油 出 口 か ら 、 ピ ス ト ン と シ リ ン ダ と の 間 の 接
触 面 の 領 域 に 施 さ れ る ２ サ イ ク ル 機 関 が 公 知 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 課 題 は 潤 滑 油 所 要 量 の 減 じ ら れ た ２ サ イ ク ル 機 関 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 課 題 は 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た ２ サ イ ク ル 機 関 に よ り 解 決 さ れ た 。 請 求 項 １ の ２ サ
イ ク ル 機 関 の 特 徴 は 、 油 が 油 エ ア ロ ゾ ル の 形 で 、 ピ ス ト ン の ピ ス ト ン シ ャ フ ト の 走 行 面 と
シ リ ン ダ の 走 行 面 と に 施 し 可 能 で あ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
２ サ イ ク ル 機 関 の 摩 擦 学 的 な 負 荷 は ピ ス ト ン と シ リ ン ダ と の 間 の 接 触 面 の 領 域 で 、 つ ま り
ピ ス ト ン も し く は 事 情 に よ っ て 存 在 す る ピ ス ト ン リ ン グ と シ リ ン ダ と の 間 の 摩 擦 面 の 領 域
で 最 大 で あ る こ と が 確 認 さ れ て い る 。 し た が っ て 一 方 で は 油 が 燃 焼 室 へ 侵 入 し 、 次 い で 油
が 燃 焼 す る こ と を 回 避 し 、 他 方 で は ク ラ ン ク 室 に お い て ピ ス ト ン の 下 に 存 在 す る 溜 ま り 油
を 回 避 す る た め に 、 前 記 接 触 面 の 領 域 だ け を 油 で 濡 ら す こ と が 特 に 有 利 で あ る 。 エ ア ロ ゾ
ル の 形 で 油 を ピ ス ト ン と シ リ ン ダ と の 間 の 接 触 面 を 狙 っ て 施 す こ と に よ っ て 、 十 分 な 潤 滑
を 達 成 す る た め に は す で に 最 小 の 油 量 で 足 り る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に よ る 特 に 有 利 な 構 成 に よ れ ば 、 油 は ピ ス ト ン の ピ ス ト ン シ ャ フ ト の 走 行 面 、 つ ま
り 外 面 の 上 及 び ／ 又 は シ リ ン ダ の 走 行 面 の 上 に 施 し 可 能 で あ る 。 こ の た め に は 適 当 な 形 式
で 適 宜 の 油 入 口 が シ リ ン ダ の 走 行 面 に 又 は 該 走 行 面 の 下 側 に 設 け ら れ て い る こ と が で き る
。 油 の 施 し は 機 関 行 程 で 、 ま ず ピ ス ト ン が ピ ス ト ン 下 死 点 に あ る と ピ ス ト ン シ ャ フ ト の 走
行 面 に 油 が 施 さ れ 、 次 い で ピ ス ト ン が ピ ス ト ン 上 死 点 に 達 す る と シ リ ン ダ の 走 行 面 が 油 で
濡 ら さ れ る よ う に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
エ ア ロ ゾ ル は 油 出 口 自 体 に よ り 発 生 さ せ ら れ る か 又 は 油 出 口 に す で に 油 エ ア ロ ゾ ル と し て
供 給 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
特 に 有 利 で あ る の は 、 油 出 口 が シ リ ン ダ 内 で 方 向 付 け ら れ た 、 傾 斜 し た ノ ズ ル と し て 構 成
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さ れ て い る こ と で あ る 。 こ の 場 合 に は ノ ズ ル が シ リ ン ダ の 走 行 面 の 下 側 に 配 置 さ れ る こ と
が で き る に も 拘 わ ら ず ノ ズ ル 作 用 が シ リ ン ダ の 内 部 へ 達 し 、 ノ ズ ル が シ リ ン ダ の 内 面 （ 走
行 面 ） を 油 で 濡 ら す こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
潤 滑 油 と の 経 済 的 な 関 わ り を 改 善 す る た め に は 、 油 出 口 か ら の 油 の 送 出 が ２ サ イ ク ル 機 関
の 負 荷 状 態 に 関 連 し て 制 御 可 能 で あ る と 有 利 で あ る 。 例 え ば ア イ ド リ ン グ 運 転 を 潤 滑 油 の
供 給 な し で 行 う 一 方 で 、 全 負 荷 運 転 に お い て は 高 負 荷 さ れ た 構 成 部 分 を 保 護 す る た め に 高
め ら れ た 油 の 供 給 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に よ る ２ サ イ ク ル 機 関 は 、 ２ サ イ ク ル 機 関 が ケ ー シ ン グ 内 に 配 置 さ れ た 運 動 変 換 装
置 に 連 結 さ れ か つ ２ サ イ ク ル 機 関 が 運 動 変 換 装 置 の ケ ー シ ン グ か ら の 油 で 潤 滑 可 能 で あ る
作 業 機 械 、 特 に 手 持 誘 導 さ れ る 作 業 機 械 に 使 用 さ れ る と 特 に 有 利 で あ る 。 構 成 部 分 と 潤 滑
系 と の 適 宜 な 構 成 に よ っ て 、 例 え ば 別 個 の 油 タ ン ク に お け る 付 加 的 な 潤 滑 油 な し で 又 は 燃
料 に 付 加 的 な 潤 滑 油 を 添 加 す る こ と な し で 、 ２ サ イ ク ル 機 関 は も っ ぱ ら ケ ー シ ン グ か ら の
潤 滑 油 に よ っ て 潤 滑 可 能 で あ る こ と す ら で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
少 量 潤 滑 系 に よ っ て ２ サ イ ク ル 機 関 、 ひ い て は 作 業 機 関 の 重 量 を は っ き り と 減 少 さ せ る こ
と が で き る 。 さ ら に 、 従 来 の 一 般 的 な 処 置 、 例 え ば 油 燃 料 混 合 物 の 用 意 、 別 個 の 油 タ ン ク
の 設 置 、 掃 除 及 び 点 検 又 は 適 当 な 装 置 に よ る 油 貯 え 量 の 監 視 は も は や 不 要 に な る 。 ２ サ イ
ク ル 機 関 の 構 成 は 著 し く 簡 易 化 さ れ 、 ２ サ イ ク ル に 機 関 に 対 す る 信 頼 性 も 増 大 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
以 後 、 本 発 明 の 別 の 利 点 と 特 徴 と を １ 実 施 例 に 基 づ き 、 添 付 図 面 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
実 施 例
図 １ と 図 ２ と に は 、 シ リ ン ダ ２ と 該 シ リ ン ダ ２ 内 で 運 動 可 能 な ピ ス ト ン ３ と を 有 し 、 該 ピ
ス ト ン ３ が 公 知 の 形 式 で 連 接 棒 ４ を 介 し て ク ラ ン ク も し く は 駆 動 軸 ５ を 回 転 さ せ る 本 発 明
に よ る ２ サ イ ク ル 機 関 が そ れ ぞ れ 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 限 り に お い て 公 知 で あ る ２ サ イ ク ル 機 関 １ は し ば し ば ２ サ イ ク ル 機 関 と し て 手 持 誘 導
式 の 作 業 機 械 、 例 え ば 地 面 突 固 め を 行 う タ ン パ に て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
シ リ ン ダ ２ を 有 す る シ リ ン ダ ケ ー シ ン グ ６ の 上 部 に は 点 火 栓 が 挿 入 さ れ て い る 。 こ の 点 火
栓 ７ は 燃 焼 室 ８ 内 に て 所 定 の 時 点 に 点 火 火 花 を 発 生 し 、 こ の 点 火 火 花 で 、 ピ ス ト ン ３ の 上
昇 運 動 で 圧 縮 さ れ た 空 気 － 燃 料 － 混 合 物 が 燃 焼 さ せ ら れ 、 ピ ス ト ン ３ が 下 方 に 向 か っ て 、
図 １ に 示 さ れ た 下 死 点 へ 駆 進 さ せ ら れ 、 こ れ に よ っ て 駆 動 軸 ５ が 回 転 駆 動 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
２ サ イ ク ル 機 関 の 作 業 形 式 は 一 般 的 に 公 知 で あ り 、 こ れ に つ い て こ れ 以 上 は 言 及 し な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ピ ス ト ン ３ は 主 と し て 、 ピ ス ト ン ス カ ー ト 又 は ピ ス ト ン シ ャ フ ト ９ と も 呼 ば れ る ピ ス ト ン
下 部 分 と 、 ピ ス ト ン ヘ ッ ド ６ と 呼 ば れ る ピ ス ト ン 上 部 分 と か ら 成 っ て お り 、 ピ ス ト ン 上 部
分 の 周 面 に は ピ ス ト ン リ ン グ １ ０ が 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ピ ス ト ン ３ の 円 筒 状 の 全 外 面 は 走 行 面 と 呼 ぶ こ と に す る 。 反 対 に 、 シ リ ン ダ ２ の 円 筒 状 の
内 面 の 一 部 は シ リ ン ダ ２ の 走 行 面 １ １ と 呼 ぶ 。 こ の シ リ ン ダ ２ の 走 行 面 １ １ の 上 を ピ ス ト
ン ３ 並 び に ピ ス ト ン リ ン グ １ ０ が 滑 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
シ リ ン ダ ２ の 走 行 面 １ １ の 下 側 、 つ ま り 外 側 に は 油 出 口 と し て 用 い ら れ て い る ノ ズ ル １ ２
が 傾 斜 さ せ ら れ て 挿 込 ま れ 、 ノ ズ ル １ ２ の 噴 射 方 向 が シ リ ン ダ ２ 内 へ 向 け ら れ て い る 。 ノ
ズ ル １ ２ を 介 し 油 は 例 え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に シ リ ン ダ ２ 内 へ 、 特 に シ リ ン ダ ２ の
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走 行 面 １ １ の 上 に 施 さ れ る 。 択 一 的 に ノ ズ ル １ ２ は シ リ ン ダ ２ の 走 行 面 １ １ に 構 成 さ れ て
い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
シ リ ン ダ ２ の 走 行 面 １ １ の 濡 ら し は 、 ピ ス ト ン ３ が 図 ２ に 示 さ れ た 上 死 点 位 置 の 近 く に 位
置 し て い る こ と を 前 提 と す る 。 ピ ス ト ン ３ が 図 １ に 示 さ れ た 下 死 点 位 置 に 達 す る と 、 ピ ス
ト ン ３ は シ リ ン ダ ２ の 走 行 面 を 覆 い 、 シ リ ン ダ ２ は も は や ノ ズ ル １ ２ に よ っ て 油 で 濡 ら さ
れ な く な る 。 そ の 代 わ り に ピ ス ト ン シ ャ フ ト ９ の 一 部 が 露 出 さ せ ら れ 、 ノ ズ ル １ ２ か ら の
油 が ピ ス ト ン シ ャ フ ト ９ を 濡 ら す こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 交 番 に よ っ て シ リ ン ダ と ピ ス ト ン ３ の 円 筒 状 の 面 ９ ， １ １ は 全 周 に 亘 っ て 一 様 に 潤 滑
さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
し た が っ て 、 図 １ と 図 ２ と に 示 さ れ て い る よ う に 、 ピ ス ト ン シ ャ フ ト ９ の 右 側 の 部 分 、 ひ
い て は 間 接 的 に シ リ ン ダ ２ の 走 行 面 １ １ の 右 側 の 部 分 が 又 は ピ ス ト ン ３ が 上 死 点 に あ る と
、 シ リ ン ダ ２ の 走 行 面 １ １ の 左 側 の 部 分 、 ひ い て は 間 接 的 に は ピ ス ト ン シ ャ フ ト ９ の 左 側
の 部 分 が 潤 滑 さ れ る よ う に な る 。 ピ ス ト ン リ ン グ １ ０ も シ リ ン ダ ２ の 潤 滑 さ れ た 走 行 面 １
１ の 範 囲 に 達 す る の で 、 ピ ス ト ン リ ン グ １ ０ に も 同 様 に 油 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ノ ズ ル １ ２ に よ る 油 の 供 給 は 連 続 的 に 又 は 間 断 的 に 行 う こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 制 御 は
ピ ス ト ン の 位 置 に 応 じ て 、 ２ サ イ ク ル 機 関 １ の 運 転 状 態 を 考 慮 し て 行 う と 特 に 有 利 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
特 に 効 果 的 な 潤 滑 は 、 油 が 液 状 の 形 で は な く 、 油 エ ア ロ ゾ ル も し く は 油 霧 の 形 で 供 給 さ れ
る と 可 能 で あ る 。 微 細 な 油 滴 は 潤 滑 作 用 を 妨 げ る こ と な く 油 の 広 域 な 分 配 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
し た が っ て 本 発 明 の １ 実 施 例 で は 油 を 液 状 態 で ノ ズ ル １ ２ へ 供 給 し 、 そ こ で 圧 力 下 で 霧 化
す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 択 一 的 に 油 を ノ ズ ル １ ２ も し く は 相 応 に 構 成 さ れ た 出 口 に す
で に 油 エ ア ロ ゾ ル と し て 供 給 し 、 次 い で シ リ ン ダ ２ も し く は ピ ス ト ン シ ャ フ ト ９ の 走 行 面
に 向 か っ て 噴 射 す る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ノ ズ ル １ ２ も し く は 適 当 な 、 圧 力 負 荷 さ れ て い な い １ つ の 出 口 に 対 し 選 択 的 に 複 数 の 出 口
も し く は ノ ズ ル を 例 え ば ノ ズ ル リ ン グ の 形 で 設 け 、 油 が 下 か ら シ リ ン ダ ２ の 走 行 面 １ １ に
侵 入 す る こ と を 可 能 に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
供 給 さ れ る 油 の 量 は 、 シ リ ン ダ ２ に お け る ピ ス ト ン ３ の 潤 滑 が 確 実 に 可 能 で あ る よ う に 設
定 さ れ る 。 し か し 、 燃 焼 室 ８ 又 は ピ ス ト ン ３ の 下 に あ る ピ ス ト ン 室 １ ３ へ の 油 の 侵 出 は 、
油 の 消 費 を 減 少 さ せ る た め に 回 避 さ れ な け れ ば な ら な い 。 こ れ に 応 じ て ２ サ イ ク ル 機 関 １
の 別 の 運 動 可 能 な 部 分 、 特 に 連 接 棒 軸 受 は 、 ピ ス ト ン ３ の 油 潤 滑 と は 無 関 係 で あ る 別 個 の
潤 滑 装 置 、 例 え ば 生 涯 潤 滑 （ 無 給 潤 滑 ） 装 置 を 有 す る か 又 は 適 宜 の 材 料 か ら 製 作 さ れ て い
る こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
油 の 供 給 は 、 ピ ス ト ン リ ン グ １ ０ が 可 動 で 、 ピ ス ト ン リ ン グ を 受 容 す る リ ン グ 溝 に て 潤 滑
不 足 に 基 づ き 固 着 し な い よ う に 調 節 す る 必 要 が あ る 。 油 消 費 を さ ら に 減 少 さ せ る た め に は
ピ ス ト ン リ ン グ １ ０ を い わ ゆ る 片 側 の 台 形 リ ン グ と し て 構 成 し か つ ピ ス ト ン シ ャ フ ト ９ に
緊 急 運 転 被 覆 、 例 え ば Ｇ ｒ ａ ｐ ｈ ａ ｌ （ Ｒ ） を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 発 明 に よ る ２ サ イ ク ル 機 関 は 図 ３ に 概 略 的 に 示 さ れ て い る よ う に 有 利 に は 作 業 機 械 、 特
に 手 持 誘 導 式 の 作 業 機 械 に て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
２ サ イ ク ル 機 関 は 図 ３ の 左 側 の 部 分 に 示 さ れ て い る 。 ２ サ イ ク ル 機 関 の 駆 動 軸 ５ は ２ サ イ
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ク ル 機 関 の ケ ー シ ン グ か ら 、 運 動 変 換 装 置 １ ５ を 取 囲 む ケ ー シ ン グ １ ４ 内 へ 延 び 込 ん で い
る 。 運 動 変 換 装 置 １ ５ は 種 々 の 形 式 の 歯 車 装 置 、 ク ラ ン ク 装 置 等 を 有 し て い る こ と が で き
、 運 動 方 向 、 運 動 形 式 （ 並 進 的 、 回 転 偏 位 的 、 連 続 的 、 間 断 的 、 振 動 的 、 衝 動 的 等 ） 及 び
運 動 速 度 を 変 換 す る た め に 役 立 つ 。 運 動 変 換 装 置 １ ５ は 図 ３ に お い て は 歯 車 と こ れ を 取 囲
む 破 線 で 示 さ れ た 枠 と の 形 で 概 略 的 に し か 図 示 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
運 動 変 換 装 置 １ ５ の 運 動 す る 構 成 部 分 は ケ ー シ ン グ １ ４ 内 に 充 填 さ れ た 油 に よ っ て 潤 滑 さ
れ る 。 こ の 油 は 図 ３ に お い て は 溜 ま り 油 １ ６ で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
運 動 変 換 装 置 １ ５ の 運 動 す る 構 成 部 分 の 高 い 速 度 に 基 づ き 、 常 に 油 は 溜 ま り 油 １ ６ か ら 跳
ね 上 げ ら れ か つ 大 小 の 油 滴 の 形 で 霧 化 さ れ る 。 す で に 比 較 的 に 短 い 時 間 の 後 で ケ ー シ ン グ
１ ４ 内 に は 最 小 の 油 滴 か ら 、 油 エ ア ロ ゾ ル か ら 成 る 油 霧 が 形 成 さ れ る 。 こ の 油 霧 は 潤 滑 し
よ う と す る す べ て の 部 分 を 濡 ら す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
油 エ ア ロ ゾ ル の １ 部 は 、 捕 集 装 置 １ ７ に よ っ て 集 め ら れ る 。 こ の 捕 集 装 置 は ケ ー シ ン グ １
４ に お け る 開 口 で 形 成 さ れ 、 該 開 口 に 油 エ ア ロ ゾ ル が 侵 入 す る よ う に な っ て い る 。 場 合 に
よ っ て は こ こ に 油 エ ア ロ ゾ ル を 濾 過 す る た め に フ ィ ル タ 又 は 多 孔 質 の 材 料 が 設 け ら れ て い
る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
搬 送 装 置 １ ８ を 介 し て 油 エ ア ロ ゾ ル は 捕 集 装 置 １ ７ か ら 油 出 口 と し て 役 立 つ ノ ズ ル １ ２ へ
導 か れ る 。 搬 送 装 置 １ ８ は 多 様 な 形 式 で 構 成 さ れ て い る こ と が で き 、 潤 滑 シ ス テ ム の 構 成
に よ り 油 は 液 状 の 形 で 又 は エ ア ロ ゾ ル と し て 無 圧 又 は 圧 力 下 で 搬 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
適 当 な 構 成 で 作 業 機 械 に お い て ２ サ イ ク ル 機 関 １ を も っ ぱ ら ケ ー シ ン グ １ ４ か ら の 油 に よ
っ て 潤 滑 さ れ る よ う に す る こ と も で き る 。 公 知 技 術 の 場 合 の よ う な 付 加 的 な 油 供 給 装 置 は
も は や 不 要 に な る 。 油 － 燃 料 － 混 合 物 が 貯 え ら れ る 必 要 も な く 、 別 個 の 油 タ ン ク を 設 け る
必 要 も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
本 発 明 に よ る ２ サ イ ク ル 機 関 の 断 面 図 （ ピ ス ト ン は 下 死 点 に あ る ） 。
【 図 ２ 】
図 １ に 相 当 す る 断 面 図 （ ピ ス ト ン は 上 死 点 に あ る ） 。
【 図 ３ 】
本 発 明 に よ る ２ サ イ ク ル 機 関 が 使 用 さ れ て い る 作 業 機 械 の 構 造 を 概 略 的 に 示 し た 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ２ サ イ ク ル 機 関 、 　 ２ 　 シ リ ン ダ 、 　 ３ 　 ピ ス ト ン 、 　 ４ 　 連 接 棒 、 　 ５ 　 駆 動 軸 、
　 ６ 　 シ リ ン ダ ケ ー シ ン グ 、 　 ７ 　 点 火 栓 、 　 ８ 　 燃 焼 室 、 　 ９ 　 ピ ス ト ン シ ャ フ ト 、 　
１ ０ 　 ピ ス ト ン リ ン グ 、 　 １ １ 　 走 行 面 、 　 １ ２ 　 ノ ズ ル 、 　 １ ３ 　 ク ラ ン ク 室 、 　 １ ４
　 ケ ー シ ン グ 、 　 １ ５ 　 運 動 変 換 装 置 、 　 １ ６ 　 溜 ま り 油 、 　 １ ７ 　 捕 集 装 置 、 　 １ ８ 　
搬 送 装 置
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 14年 12月 11日 (2002.12.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
少 な く と も １ つ の シ リ ン ダ （ ２ ） と 該 シ リ ン ダ （ ２ ） 内 で 運 動 可 能 な ピ ス ト ン （ ３ ） と の
た め に 油 潤 滑 装 置 を 有 す る ２ サ イ ク ル 機 関 で あ っ て 、
－ ２ サ イ ク ル 機 関 に 潤 滑 の た め に 供 給 さ れ る 油 が も っ ぱ ら ピ ス ト ン （ ３ ） と シ リ ン ダ （ ２
） と の 間 の 接 触 面 の 領 域 に て ピ ス ト ン （ ３ ） の ピ ス ト ン シ ャ フ ト （ ９ ） の 走 行 面 の 上 と シ
リ ン ダ （ ２ ） の 走 行 面 （ １ １ ） の 上 と に 油 エ ア ロ ゾ ル の 形 で 施 さ れ る こ と 、
－ シ リ ン ダ （ ２ ） の 走 行 面 （ １ １ ） の 下 側 に 、 搬 送 装 置 （ １ ８ ） に 連 結 さ れ た 油 出 口 （ １
２ ） が 設 け ら れ 、 こ の 油 出 口 （ １ ２ ） を 通 っ て 油 エ ア ロ ゾ ル が ピ ス ト ン シ ャ フ ト （ ９ ） の
走 行 面 の 上 並 び に シ リ ン ダ （ ２ ） の 走 行 面 （ １ １ ） の 上 に 施 さ れ る 形 式 の も の に お い て 、
－ 油 エ ア ロ ゾ ル が 油 出 口 （ １ ２ ） か ら 交 互 に 、 ピ ス ト ン （ ３ ） が そ の 下 死 点 の 近 く に あ る
と ピ ス ト ン シ ャ フ ト （ ９ ） の 走 行 面 の 上 に 施 さ れ る か 又 は ピ ス ト ン （ ３ ） が そ の 上 死 点 の
近 く に あ る と シ リ ン ダ （ ２ ） の 走 行 面 （ １ １ ） の 上 に 施 さ れ る よ う に な っ て お り 、
－ 油 が 燃 焼 室 （ ８ ） 内 へ 又 は ピ ス ト ン （ ３ ） の 下 に あ る ク ラ ン ク 室 （ １ ３ ） へ 侵 出 す る こ
と が 回 避 さ れ る よ う に 、 供 給 さ れ る 油 の 量 が 測 定 さ れ る よ う に な っ て お り 、
－ ピ ス ト ン （ ３ ） が 連 接 棒 （ ４ ） と 連 接 棒 軸 受 と を 介 し て ク ラ ン ク 軸 （ ５ ） に 連 結 さ れ て
お り 、
－ 連 接 棒 軸 受 が 生 涯 潤 滑 （ 無 給 潤 滑 ） さ れ て い る か 又 は 付 加 的 な 潤 滑 を 必 要 と し な い 材 料
対 偶 を 有 し て い る
こ と を 特 徴 と す る 、 ２ サ イ ク ル 機 関 。
【 請 求 項 ２ 】
油 出 口 （ １ ２ ） に 供 給 さ れ た 油 が 油 エ ア ロ ゾ ル で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の ２ サ イ ク ル 機 関 。
【 請 求 項 ３ 】
油 出 口 が シ リ ン ダ （ ２ ） に て 方 向 付 け ら れ た ノ ズ ル （ １ ２ ） 又 は ノ ズ ル リ ン グ の 形 で 構 成
さ れ て い る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の ２ サ イ ク ル 機 関 。
【 請 求 項 ４ 】
油 出 口 （ １ ２ ） か ら の 油 エ ア ロ ゾ ル の 送 出 が 、 ２ サ イ ク ル 機 関 （ １ ） の 負 荷 状 態 に 関 連 し
て 制 御 さ れ る 、 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の ２ サ イ ク ル 機 関 。
【 請 求 項 ５ 】
２ サ イ ク ル 機 関 か ら 発 生 さ せ ら れ た 回 転 運 動 を 作 業 運 動 に 変 換 す る 運 動 変 換 装 置 が ケ ー シ
ン グ （ １ ４ ） 内 に 配 置 さ れ て い る 作 業 機 械 に 請 求 項 １ か ら ４ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の ２
サ イ ク ル 機 関 が 使 用 さ れ て お り 、
－ ２ サ イ ク ル 機 関 が 前 記 ケ ー シ ン グ （ １ ４ ） の 外 又 は 前 記 ケ ー シ ン グ （ １ ４ ） の 内 部 に 配
置 さ れ て お り 、
－ 前 記 ケ ー シ ン グ （ １ ４ ） が 前 記 運 動 変 換 装 置 （ １ ５ ） を 潤 滑 す る た め 油 で 充 た さ れ て お
り 、
－ ２ サ イ ク ル 機 関 （ １ ） が 前 記 ケ ー シ ン グ （ １ ４ ） か ら 油 出 口 （ １ ２ ） へ 油 を 供 給 す る こ
と で 潤 滑 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 、 ２ サ イ ク ル 機 関 の 使 用 。
【 請 求 項 ６ 】
２ サ イ ク ル 機 関 （ １ ） が も っ ぱ ら 前 記 ケ ー シ ン グ （ １ ４ ） か ら の 油 で 潤 滑 さ れ る 、 請 求 項
５ 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 ７ 】
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搬 送 装 置 （ １ ８ ） が 油 を 前 記 ケ ー シ ン グ （ １ ４ ） か ら ２ サ イ ク ル 機 関 （ １ ） に 搬 送 す る た
め に 用 い ら れ て い る 、 請 求 項 ５ 又 は ６ 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 ８ 】
油 が 前 記 ケ ー シ ン グ （ １ ４ ） に お い て 前 記 運 動 変 換 装 置 （ １ ５ ） に よ っ て 形 成 さ れ た 油 エ
ア ロ ゾ ル で あ る 、 請 求 項 ５ か ら ７ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 使 用 。
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【 国 際 調 査 報 告 】
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